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  就職内定の皆さん  

企業が経営目標を確実に達成するためには社員一人ひとりの心構えが重要です。新入社員であっても

会社の一員であることに変わりはありません。「自分が会社の看板を背負っている」という自覚が必要です。    

先ずは、会社の基本的なルールをきちんと守り、組織の一員としてのしっかりとした自覚を持ちましょう。 

   就職内定者インタビユー   <その 2> リスカ 株式会社 

「スーパービッグチョコ」・「ハートチップル」等、トウモロコシを原料とするスナック菓子を中心 

に、チョコレート、ゼリー等の製造販売を行なっている製菓会社に内定した[円谷満美さん]。 

○志望先を決めた時期：最終調査の６月中旬   

○自分にとっての会社の魅力：子どもから大人まで誰もが食べたことがある製品の 

製造販売をしている会社であり、誰からも親しまれていること。 

○採用試験の準備では特に大変だったこと：緊張の中、きちんとした姿勢と明るい笑顔を保つ練習。 

○採用試験を通して学んだこと：言いたいことを簡潔にまとめ、しっかりと相手に伝える話の仕方。 

○どのような活躍をしたいか：製品の包装部署で、てきぱきと素早く行動し、業務の能率を 

上げる。／授業で学んだ PCの知識を活かして円滑な機械操作で作業に取り組む。 

○就職後の一番の楽しみ：仕事を早く覚え、自分でどんどん仕事ができるようになること。 

○将来に向けての抱負：職場の皆さんから信頼され、頼られる存在になり、仕事をたくさん 

任される人材になる。 

[後輩へのアドバイス]   

・先生方がどこまでも支えてくださるので、感謝を忘れず、努力を続けることで自信も付いてきます。 

・目標を決めたら、けっしてあきらめないこと。 

 

    

 進学する皆さん  

現在の授業中の態度はどうですか。２月からの自宅学習の期間も含めて、くれぐれも 

学習態度を崩すことなく、４月からの新たな学生生活にしっかりと備えましょう。  

 

   進学合格者インタビュー    福島県立テクノアカデミー郡山 

   福島県が設置している職業能力開発施設。２年間の専門的カリキュラムにより産業界に 

必要とされる人材を育成。組込技術工学科（定員 30名）/精密機械工学科（定員 20名） 

[組込技術工学科に進学する藤田龍希君] 

○入学を希望した時期：２年生の６月頃 

○自分にとってのテクノアカデミー郡山の魅力：少人数制によるほとんどマンツーマンでの指導に 

より、多くの資格を取得することができること。 

○入学試験の準備で大変だったこと：自分の気持ちや考えを的確にまとめ、それをきちん相手に 

伝えるための練習を繰り返ししたこと。 

○高校卒業までの目標：プログラムについての知識をさらに深める。               



○入学試験を通して学んだこと・自分の成長につながったこと：これまで以上に自分自身を尊重し、 

自分の良さを伸ばしていくことが大切であると感じた。 

   ○将来、どんな活躍を思い描いているか：誰からも信頼され、臨機応変に対処することができ、仕事を 

       完璧にこなす人材になる。 

  [後輩へのアドバイス] 塙工の先生方の熱意あふれる親身のご指導に全力で応え、努力を重ねつつ 

進路活動に励んでください。 

   

卒業を控えて、多くの３年生が自動車運転免許の取得を目指しています。運転免許取得 

までの大まかなプロセス・基本知識についてまとめてみました。 

                                     

                                 第１段階 学科講習      仮免許学科試験               

①自動車学校      ②適性試験            ③                 ④                        

                                  第１段階 技能講習      仮免許技能検定               

   

第２段階 学科講習 

⑤仮免許取得           ⑥          ⑦卒業検定・路上検定     ⑧卒業証明書の交付  

  第２段階 技能講習 

 

 ⑨運転免許センター     ⑩適性検査      ⑪学科試験       ⑫運転免許証の交付  

 

   ①自動車学校入学 

②適性試験：視力検査・色彩判別能力・聴力検査等、基準に達していることが必要。視力検査の基準は、 

普通第一種免許の場合、両眼 0.7以上・片眼 0.3以上。片眼が 0.3未満の場合、 

もう一方の視力が 0.7以上かつ視野が左右 150度以上なければならない。 

③第 1段階  「仮免許」取得のための学科教習と技能教習。 

④⑤仮免許学科試験と技能検定に合格することにより仮免許所得。 

⑥第 2段階  「仮免許」を取得した後の学科講習と技能教習。第１段階より高度な知識・ 

技術を学ぶ。技能講習は公道を走る「路上教習」。 

   ⑦⑧卒業検定・路上検定に合格することにより、卒業証書が交付される。 

＊自動車学校の卒業証明書の有効期間は１年。この有効期間内に運転免許センター 

での試験に合格する必要がある。 

⑨⑩⑪⑫最終段階 自動車学校を卒業した後、運転免許センターで適性試験と学科試験を受験し、合格 

すれば、試験場内で免許証用の写真を撮影し、その日のうちに運転免許証が交付される。 

○教習時間：[AT車限定] <学科>第 1段階（10時限）第 2段階（16時限）；<技能>第 1段階（12時限以上） 

第 2段階（19時限以上） 

○学科試験：仮免許③と本免許⑨での試験。マークシートの○×式。<<90点以上>>が合格。 

[仮免許]制限時間 30分、問題数は 50問。配点は 1問 2点。学科項目の第 1段階、 

運転をする上での基本的なルールからの出題。  

[本免許]制限時間 50分、問題数は 95問。1問 1点が 90問、1問 2点のイラスト付の危険予測問題 

が 5問。すべての学科項目からの出題で、難易度は仮免許よりも高い。  

○合格率：仮免許取得検定<70％程度>、卒業検定<80％程度> 

○最終学科試験合格率：<７0％程度>    ○免許取得までの費用：30万円前後 

☆One Point Lesson： 『徐行』とは時速 10ｋｍ以下、ブレーキをかけて 1 メートル以内で停止できるスピード走行のこと。 


